　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

名寄市ジャックの豆事業（自主的学習グループ・サークル活動促進事業）
実施要綱
平成24年6月12日

告示第1015号

（目的）

第１条　この告示は、名寄市ジャックの豆事業（自主的学習グループ・サークル活動促進事業）（以下「ジャックの豆事業」という。）をとおして市民の生涯学習活動を促進し、市民の自主的な学習グループ・サークル活動を組織化・活性化させるために、活動の実施に関する相談に応ずること及び必要な助成を行うことを目的とする。
（定義）

第２条　この告示において「学習グループ・サークル活動（以下「活動」という。）」とは、同様の学習を希望する市民の参加を呼びかけて行う文化活動などをいい、学習会、講習会、講演会等形式を問わないものとする。
　（助成の対象）

第３条　助成の対象は、市民５人以上で構成されるグループ・サークル（以下「グループ」という。）が参加者を一般募集して行う活動とする。

２　グループが同一の活動を継続して行う場合は５回以内とし、助成は１グループにつき年間１度限りとする。
３　当該助成を既に通算３年間受けているグループは、助成対象としない。ただし、受けていない期間が３年を経過した場合は、この限りでない。

　（助成の条件）
第４条　助成を受けるグループは、次のことを守らなければならない。
（１）　営利行為をしないこと。

（２）　特定の政党又は宗教に関わる行為をしないこと。
（３）　市又は他団体から別の補助金等の交付を受けないこと。
（助成の内容）

第５条　助成金は、２万円を限度とし、第６条に定める経費の２分の１以内の額（1,000円未満切捨て）を、予算の範囲内で交付する。
（助成対象経費）

第６条　助成の対象となる経費の範囲は、消耗品費、講師謝礼、旅費、借上料その他必要と認める経費とする。ただし、食糧費、備品購入費及びグループの構成員が講師となる場合の講師謝礼は除く。
（申請書の提出）
第７条　助成を受けようとするグループは、活動を実施する３週間前までに、ジャックの豆事業申請書（様式第１号）に必要な書類を添付して市長に提出しなければならない。
（申請書の審査及び承認）
第８条　市長は、提出された申請書が適正と認められたときは、ジャックの豆事業助成決定通知書（様式第２号）により当該申請者に通知するものとする。
　（申請の変更）

第９条　前条の規定により助成の決定を受けたグループは、助成の決定内容に関し、計画を変更しようとするときは、ジャックの豆事業変更承認申請書（様式第３号）を市長に提出しなければならない。

２　市長は、前項の申請書を受理したときは、その内容を審査し、変更を承認したときは、ジャックの豆事業助成変更決定通知書（様式第４号）によりグループに通知するものとする。
（報告義務）

第10条　前条の規定により助成の決定を受けたグループは、活動終了後２週間以内にジャックの豆事業実績報告書（様式第５号）に必要な書類を添付して市長に提出しなければならない。
２　市長は、前項の規定により提出された報告書を審査し、速やかに助成金を交付するものとする。
（助成の取消し）
第11条　市長は、助成の決定を受けたグループが、次のいずれかに該当するときは、その決定を取り消し、又は既に助成をした場合は返還を命ずることができる。

（１）　虚偽の申請をした場合

（２）　助成金を他の用途に使用した場合

（３）　その他不正な行為があった場合

　（個人情報の使用）

第12条　助成の決定を受けたグループは、申請書に記入した個人情報を名寄市教育委員会が新聞、名寄市広報誌等での活動紹介、参加者募集等の目的で使用することに同意するものとする。

（その他）

第13条　この告示に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。

　　　附　則
この告示は、平成24年７月１日から施行
この告示は、平成29年10月１日から施行
